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本書において下記のとおり、誤りがございました。
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袖を製図するには囲み制図法の例にそって身頃の袖ぐり線を使って製図する方法と、検定会

場で配布される袖原型を展開する方法がある。袖原型は身頃原型の袖ぐりに合わせて作成さ

れているので、肩パッド分等を展開した際に生じた寸法差を調整する必要がある。肩パッド

分と袖の厚み分の展開線（折れ山線）を引く。

袖を製図するには囲み制図法の例にそって身頃の袖ぐり線を使って製図する方法と検定会場

で配布される身頃原型に合わせて袖原型を製図し、展開する方法がある。袖原型は身頃原型

の袖ぐりに合わせて作成し、肩パッド分等を展開した際に生じた寸法を調整する必要があ

る。肩パッド分と袖の厚み分の展開線（折れ山線）を引く。

パターンメーキング技術検定１級実技試験会場で配布されるベーシックスローパー。 パターンメーキング技術検定１級実技試験会場で配布されるベーシックスローパー。

・タイトスローパー（前後） ・タイトスローパー（前後）

・スカートスローパー（前後）

・スリーブスローパー　※５パーツ構成

142 図ー08

※ウエスト位置のカット分量はスカートスローパーのダーツと脇線のカット分量を参考とし

てバランスよく数値を決めることもできる。スカートスローパーは腰部分の形状を表現して

いるので、各ダーツ分量の1/2～1/3を目安としてジャケットのＷ寸法を調整する。

現在パターンメーキング技術検定１級試験においてスカートスローパーは配布されない為、

左記説明文は適応外。
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